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本丸地区 二の丸地区 三の丸地区 　　古城地区　(注1） 千葉城地区

新設

公益上、宗教活動上、商業行為上
必要なもの以外は認めない。

公益上、商業行為上必要なもの以
外は認めない。

公益上、安全管理上、宗教活動
上、生活行為上必要なもの以外は
認めない。

公益上、商業行為上必要なもの以
外は認めない。

公益上、安全管理上、宗教活動上、生活行為上必要なもの以外は認めない。

樹木の伐採・植栽・移植
及びこれらに伴う土地の
形質の変更（盛土等）等

その他 個別に熊本市教育委員会と事前の協議による

土地の掘削・盛土・切土
等

公益上、安全管理上、宗教活動上、生活行為上必要なもの以外は認めない。

道路、園路の新設・改
修・除去等

建
築
物
／
工
作
物

現状変更等の内容及び必要性に応じてその可否を判断する。
※土地の形状の変更を伴わない、一時的な仮設の看板や展示物等の設置など、事前協議を行い、保存に影響を及ぼす行為のうち影響が軽微なものは、許可は不要。

改築／改修・除去及
び色彩の変更

公益上、宗教活動上、商業行為上及び生活行為上必要なもの以外は認めない。
認めるものについては、その施行方法について事前に協議し、遺構や地形の保存と、歴史的景観に配
慮を行ったものとする。

認めるものについては、その施行方法について事前に協議し、既存
の規模を超えない範囲で、遺構や地形の保存と、歴史的景観に配慮
を行ったものとする。

認めるものについては、その施行方法について事前に協議し、既存の規模を大きく超えない範囲で、
遺構や地形の保存と、歴史的景観に配慮を行ったものとする。

現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
対
象
行
為

①発掘調査等の学術調査、史跡
　の保存・管理及び整備・活用
　に関る行為

史跡指定地内でなされる必然性がある行為であり、かつ史跡を構成する諸要素の本質的価値の保存を前提として、必要最小限度の規模に留めるとともに、歴史的景観に配
慮したものである場合に認める。

　
　
②
公
園
等
公
共
施
設
・
公
益
施
設
の
維
持
管
理
上
必
要
な
行
為

　
　
　
民
有
地
に
お
け
る
宗
教
関
連
行
為
、

商
業
行
為
及
び
生
活
行
為

現状変更等の取扱の原則

■原則として、発掘調査等の学術調査、史跡の保存・管理及び整備・活用に関る行為以外は認めない。

■但し、特別史跡熊本城跡は「熊本城公園」として一般に開放されているとともに、宗教施設等民有地を含んだ史跡である。このため、公園等公共施設・公益施
　設の維持管理上必要な行為、民有地における宗教関連行為、商業行為及び生活行為については、史跡の本質的価値を構成する諸要素への影響が軽微なものにつ
　いて認めるものとする。

※なお、土地の掘削等を伴う現状変更等については、事前の発掘調査等遺構確認調査または熊本市埋蔵文化財担当部門の立会を要する場合があり、史跡の保護の
　ために計画変更を要する場合や現状変更等を認めない場合がある。
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